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発表内容 アデノウイルス（AdV）は二本鎖 DNA ウイルスで、上気道炎、角結膜

炎、胃腸炎等を引き起こす。AdVには多くの血清型があり、主に A～G種

に分類され、その種と引き起こす疾患の関連性が明確である。流行性角結

膜炎（EKC）は D種に属する 8型、19型、37型、53型、54型および 56

型によって引き起こされると報告されている。福井県では、これまでにも

AdVの検出および同定を実施してきたが、2014年 11月から 2015年夏期

にかけて例年に比べ EKC 患者検体が多く搬入された。そこで、AdV の検

索を実施し、流行状況についてまとめたので報告する。 

2014年 11月～2015年 8月の間に、福井県内の医療機関にて EKCと診

断された患者から採取した結膜拭い液 34 検体を材料とした。AdV の検出

および同定には、ウイルス分離および遺伝子検索を実施した。ウイルス分

離には HEp2細胞、Caco2細胞を用い、細胞変性効果が現れたものについ

て中和抗体を用いて型の同定を実施した。遺伝子検索は、DNA を抽出し

た後、PCR法によりヘキソン領域の一部を増幅し、得られた増幅産物につ

いてダイレクトシークエンス法により塩基配列を決定し、系統樹解析によ

り型の同定を実施した。系統樹解析による型別が困難な場合は、LAMP法

を実施した。 

検査の結果、調査対象とした 34件の検体の全てから AdVを検出した。

54 型が 22 件、37 型が 7 件、56 型が 2 件、53 型、19 型および 3 型が 1

件検出された。54型の検出数が最も多く、64.7％を占めた。患者の発病月

別に見ると、54型は 2014年 11月に 1件、12月に 3件、2015年 1月に 4

件、2 月に 1 件、6 月に 6 件、7 月に 5 件および 8 月に 2 件検出された。

また、54型は 2005年、2006年には多く検出されたが、その後は 2009年

に 1件検出されたのみであった。 

2014年末から 2015年夏期の福井県における EKCの主要な起因病原体

は AdV54 型であることが示唆された。EKC は 54 型以外の型により引き

起こされることもあるため、今後も AdVの継続的な調査が必要と考えられ

る。 

 


